
弥畝山西断層と 弥栄断層

加藤 芳郎

浜田市弥栄町程原と 益田市匹見町道川の境に位置する弥畝( やう ね) 山は、

ブナ林が生い茂る標高 961ｍの比較的なだらかな峰である。 この弥畝山を代

表と し 中世界白亜系匹見層群が分布する峰々の北側山麓部を北東端と し 、南

西方向に延びる活断層が報告さ れている。「 弥畝山西断層」、「 都茂( つも) 断

層」、 あるいは「 弥栄断層」 と 称さ れている活断層である。

ここでは、 様々な名称がついているこれらの活断層について、 入手できた

公表資料からその概要を紹介する。 紹介内容は各資料からの抜粋・ 引用、 及

び若干の整理・ 修正であり 、図の引用においては説明用の加筆に留めている。

Ⅰ弥畝山西断層・ 都茂断層

( 1)  活断層研究会( 1991)： 新編日本の活断層－分布図と 資料－、 東京大学出

版会

・ 断層番号： ８

・ 断層名 : 弥畝山西

・ 確実度 ： Ⅱ

・ 活動度 ： 不明

・ 延長 ： 8km以上

・ 走向 ： NE

・ 断層形態： 逆向き断層崖

・ 変位基準： 山地斜面

・ 上下成分隆起側： NW

・ 浜田市弥栄町程原の集落から

南西方向の益田市美都町板井

川に至る図上延長約 7kmを確

実度Ⅱと し 、 さ らに同町都茂 図１ 弥畝山西断層( 番号８ )

大鳥の南西方に至る約 9kmを 弥畝山( ▲) を加筆

確実度Ⅲと し ている( 図１ ) 。

( 2)  金折裕司( 1998)： 地震モーメ ント の平均解放速度に基づく 内陸地震の危

険度評価一中国地方西部の活断層系からの例－、応用地質、Vol . 39、No. 3

図２ 参照。( 1) 弥畝山西断層から大原湖断層をつなぐゾーンと 、上根断層

から岩国断層帯にかけてのゾーンを境にし て、 卓越するリ ニアメ ント の方

向性が異なる。 ( 2) この 2 つのゾーンは NE−SW方向のリ ニァ メ ント から構
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成さ れ、その一部は確実度

Ⅰも し く はⅡの活断層と

し て 認定さ れて いる 。

( 3) NE−SW 方向のリ ニアメ

ント のう ち、この 2 つのゾ

ーンに含まれていないも

のについては、確実度Ⅰも

し く はⅡの活断層が確認

さ れていない。

これらのこと から、この

2 つのゾーンを活断層系

であると みなし 、それぞれ

大原湖一弥畝山西断層系 図２ リ ニアメ ント と 一致する地質断層

と 岩国上根断層系と 定義 の分布( 原典の図-3 に同じ )

し た。 この 2 本の活断

層系によって、 中国地方西部は 3 つの区域に分けられること になる。 定義

さ れた活断層系の長さ は 100～120kmと なり 、 地殻の厚さ 15～20kmより は

るかに長く 、 地殻を切断する重要な断層系であること が指摘さ れる。

( 3)  福塚康三郎・ 金折裕司( 2002)： 断層の地形・ 地質学的特徴と 地震活動お

よび重力異常一島根県南西部、 弥畝山西断層を例と し て一、 応用地質、

Vol . 43、 No. 4

本研究により 、 弥畝山西断層と その中央部付近の板井川付近から分岐・

並走する都茂断層の地

形・ 地質学的な特徴が明

らかにさ れた。

弥畝山西断層( 図３ )

は浜田市金城町から 益

田市匹見町にかけて ENE

～NE 方向に延び、 西中

国山地と 石見高原を境

する。一部に明瞭な断層

変位地形を伴い、断層の

全長は約 30kmで左雁行

状に配列する断層から構 図３ 弥畝山西断層周辺のリ ニアメ ント の分布( a)

成さ れ、 断層両側の高度 と 地形断面( b) 。 ( 原典の図-3 に同じ )
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差は最大で約 500mである。 断層中央部の板井川地区から都茂断層が南西

方向に分岐する。これらの断層は弥畝山西一大原湖断層系の一部を構成す

る。

全長約 30km は活断層の可能性が高い北部セグメ ント と 、 その可能性が

低い南部セグメ ント に区分さ れる。北部セグメ ント は金城町波佐から美都

町宇津川までの約 18km、 南部セグメ ント はそこから匹見町澄川までの約

12kmと し ている。板井川で分岐し た都茂断層は、弥畝山西断層の北西側を

1～4km程度離れて南西方向に益田市長沢町までの延長約 28kmを並走する

こと を明らかにし たが、 さ らに南西方に連続すると 示唆し ている。

( 4)  福塚康三郎・ 金折裕司・ 青木道範( 2002)： 島根県南西部に発達する弥畝

山西断層と 都茂断層の関連性、 日本応用地質学会平成 14 年度研究発表

会講演論文集

本研究は、 都茂断層の地形-地質学的な特徴を明らかにすると と もに、

弥畝山西断層と の連結性や断層の形成と 活動場の変遷について議論さ れ

た( 図４ ) 。

都茂断層を 3 つの区域に分けた北部区域( 弥栄町( 現) 田野原～板井川) で

は、 Cないし Dランクのリ ニアメ ント が約 4kmにわたり 断続的かつ直線状

に分布する。 逆向き断層崖や断層ガウジが確認さ れている。

中部区域( 板井川～美都町仙道) では、B～Dランクの右雁行状に配列する

短いリ ニアメ ント が約 10kmにわたって確認さ れる。 美都町都茂に拡がる

低地はプルアパート ベーズンと 考えられる。

南部区域( 仙道～津和野町( 現) 枕瀬) では、 約 18kmにわたり A～Dランク

の直線状のリ ニアメ ント が断続的に確認さ れる。 谷中分水界が認められ、

屈曲し た河谷、 断層ガウジ・ 断層角礫が確認さ れている。

図４ リ ニアメ ント 判読結果( 原典の図-1 に同じ )
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弥畝山西断層と 都茂断層にはカタ クレーサイト の存在が確認さ れる。 ま

た、 右横ずれの運動センスを示し ており 、 現在の活動域は弥畝山西断層の

北部セグメ ント から都茂断層に連結すると 考えられる。

( 5)  金折裕司・ 遠田晋次( 2007)： 中国地方西部に認められるプレート 内山口

－出雲地震帯の成因と 地震活動、 自然災害科学、 Vol . 25

中国地方の地震活動の平面分布には、 NE-SW から ENE-WSW方向と NW-SE

方向の震源列で特徴づけられる地震帯が認められる。 本論文では、 このう

ち最もシャープで明瞭な震源列を山口－出雲地震帯と 名づけた。この地震

帯は、山口県山口市から島根県出雲市まで ENE-WSW 方向に延び、全長は約

180kmである。

山口－出雲地震帯の中部－南西部は大原湖－弥畝山西断層系に沿っ て

おり 、 この断層系が地震帯の成因に関連性を持つ可能性がある。

弥畝山西断層系は，ENE-WSW-NE-SW 方向で長さ 30kmの弥畝山西断層と 、

その中央部から WSW 方向に分岐する長さ 22kmの都茂断層、 そし て都茂断

層の南西に位置する長さ 10kmの日原断層( 仮称) から構成さ れる。 日原断

層は、 都茂断層南端の南約 1 kmから始まり 、 NE-WS方向で長さ 0. 5-2. 5km

のリ ニアメ ント から構成さ れ、 全長は 12kmである。 弥畝山西断層の東北

東端から日原断層の西南西端までの長さ は 47kmである。 津和野町の青野

山北西麓には、 ENE-WSWに雁行配列する長さ 0. 1-1kmのリ ニアメ ント が認

図５ 山口-出雲地震帯に沿った活断層と 地震活動

( 原典の図 3 のう ち、（ C） のみを抜粋)

表１ 山口－出雲地震帯に沿った活断層

( 原典の表 1 より 一部を抜粋し て作成)

略号 走向 長さ(km)
弥畝山西断層 WYF ENE-WSW～NE-SW 30
都茂断層 TMF ENE-WSW 22
日原断層(仮称) NHF ENE-WSW 12

NAF ENE-WSW 3

弥畝山西断層系
(長さ： 47km)

青野山北西麓断層(仮称)

断層系・ 断層名
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められること から、 青野山北西麓断層( 仮称) を推定し た。 この断層の全長

は約 3kmである。

( 6) 山口大学( 2008)： 平成１ ９ 年度原子力安全基盤調査研究 原子力安全基

盤調査研究( 山口県中部～島根県南西部の断層岩・ プロセスゾーンの特

性に関する研究) 報告書

中国地方西部には NE-SW 方向の明瞭な地震帯が認められる。この地震帯

に沿って、 山口県中部～島根県西部には、 大原湖-弥畝山西断層系が存在

する。

山口-出雲地震帯は、 活断層から構成さ れる大原湖-弥畝山西断層系およ

びその延長部に沿っており 、これらの活構造が地震帯の形成に関わってい

る可能性が高い。 さ らに、 これらの活構造は、 大規模なブロッ ク境界や剪

断帯に一致し ていること から、その運動もし く は再活動に関係し ている可

能性が指摘さ れる。

図５ 山口-出雲地震帯に沿った活断層と 地震活動

断層の略号は表１ に同じ 。 ( 原典の図 3. 1-2 より 一部抜粋)

( 7)  相山光太郎・ 金折裕司( 2012)： 隣接する活断層の連結性と 変位様式－弥

畝山西断層と 都茂断層－、 応用地質、 Vol . 53、 No. 1

本研究では、 弥畝山西断層と 都茂断層及びその延長部を対象と し て地

形・ 地質調査を実施し 、 これらの活断層の性状と 分布が再検討さ れた。

本地域には北東から南西にかけて、 弥畝山西断層と 都茂断層が存在し 、

都茂断層の南西に日原断層が分布する。 日原断層の北東端と 都茂断層の南

西端はステッ プし ている。

研究の成果を要約する。 図６ 参照。 ①弥畝山西断層南端はこれまで指摘

さ れていた( 土井ノ 原( 益田市匹見町澄川) ) より も南西方向に 10km連続し

( 津和野町晩越付近) 、 全長は 40kmと なる。 ②都茂断層の北東延長部に断

層が確認さ れたこと から、 都茂断層は東方向にさ らに 1km連続する。 都茂
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断層北東端は弥畝山西断層に近接し た後、 接する可能性が出てきた。 ③都

茂断層北東部の北西を並走する F1 断層も弥畝山西断層に接する。

図６ 弥畝山西断層、 都茂断層

( 原典の図-2 から一部抜粋、 地質断面図と 凡例を省略し た。 )

Ⅱ 弥栄断層

( 1)  松浦浩久ほか( 2007) ： 20 万分の 1 地質図幅「 山口及び見島」、 地質調査

総合センタ ー、

・ 鹿野和彦ほか( 1988) ： 20 万分の 1 地質図幅「 浜田」、 地質調査所

・ 山田直利ほか( 1986) ： 20 万分の 1 地質図幅「 広島」、 地質調査所

図７ 弥栄断層が図示さ れた地質図( 一部)

1/20 万地質図幅「 山口及び見島」「 浜田」「 広島」 を合成し 地名・ 図幅名を追

記。 発行年が新し い「 山口及び見島」 図幅には活断層が図示さ れている。
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( 1)  島根県、 島根県地震被害想定調査報告書、 平成 24( 2012) 年 6 月

http: //www. pref . shi mane. l g. j p/bousai _ i nf o/bousai /bousai /bosai _ s

hi ryo/j i shi nhi gai soutei _ houkokusyo. html より

・ 想定地震の震源断層の設定( 弥栄断

層帯の地震)

地震調査研究推進本部の全国地震動

予測地図( 2010) における「 その他の

活断層」 の弥栄断層帯の評価、 既往

研究による山口－出雲地震帯の活断

層の評価等により 、長さ 47kmの震源

断層( 横ずれ断層) と し て設定する。

地震の規模( Mj ) は断層長さ より 7. 6 

に設定する。

( Mj =( l ogL+2. 9) /0. 6) 。 図７ 弥栄断層帯による地震動分布

( 原典の図 3. 4-5 地表における震度

分布を引用)

( 2)  地震調査研究推進本部地震調査委員会、弥栄断層・ 地福断層の長期評価、

平成 28( 2016) 年 7 月 1 日

http: //www. j i shi n. go. j p/eval uat i on/l ong_ term_ eval uat i on/regi ona

l _ eval uat i on/chugoku-detai l / より

・ 断層の位置・ 形態

弥栄断層は、 島根県鹿足郡津和野町から益田市、 浜田市金城町にかけて

分布する活断層である。 弥栄断層の長さ は約 53 km で、 概ね北東－南西

方向に延びる。 弥栄断層は右横ずれを主体と する断層である。

・ 断層面の地下形状

断層面の長さ は、地表で確認さ れる断層長さ と 同じ 約 53kmであると 推定

さ れる。 断層面の傾斜は、 ほぼ鉛直の可能性がある。 断層面の幅は不明

であるが、地震発生層の下限を目安と すると 15－20km程度の可能性があ

る。

・ 過去の断層活動

平均的な右横ずれの速度は、 0. 4－1. 2m/千年程度の可能性がある。 最新

活動時期は約 1 万 1 千年前以後、 約 3 百年前以前と 推定さ れる。 平均活

動間隔は、 約 4 千年－1 万 3 千年の可能性がある。

・ 活動時の地震規模

全体が１ つの区間と し て活動する場合、マグニチュード 7. 7 程度の地震
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を 発生さ せる 可能

性があり 、 その際に

は断層近傍の地表

に 5m程度の右横ず

れを 生じ る 可能性

がある。

・ 今後に向けて

最新活動時期が推

定さ れている も の

の、 その年代は幅広

いも のと なっ てい

る。 また、 信頼性の

高い過去の活動に

ついて、 ほと んどデ

ータ が得られていな 図８ 弥栄断層・ 地福断層の位置

いため、 地震発生確 ： 断層の端点 １ ： 田野原地点

率を評価できていな ( 原典の図１ に同じ )

い。 また、 弥栄断層

の南西延長と 地福断層の間には、 青野単成火山群が分布し 、 両断層の連

続性が不明瞭と なっている。 今後、 弥栄断層と 地福断層と の関係をより

詳細に明らかにする必要がある。

( 3)  産業技術総合研究所、 活断層データ ベース( Googl eMaps 版) 、 2016 年 10

月版

https: //gbank. gsj . j p/act i vef aul t/i ndex_ gmap. html ?search_ no=%20j

001&versi on_ no=1&search_ mode

=2 より

・ 活動セグメ ント 番号

： 282-01

・ 活動セグメ ント 名

： 弥栄( 起震断層) 10 月版

・ 一般走向・ 一般傾斜

： N50°E・ 90°V

・ 断層型

： 右横ずれ 図９ 弥栄活動セグメ ント

( スクリ ーンショ ッ ト による)
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・ 平均変位速度( m/千年)

： 0. 0

おわり に

原稿提出期限が迫る中、 目を見張る資料が見つかった。 残念ながら詳細を

確認するだけの時間が残さ れていないため、ここでは弥栄断層についての該

当部分を示す( Ngypub. sei s. nagoya-u. ac. j p/I NTRO/nenpou/nenpou_ 2009/09

_ 4. pdf より ) 。

【 以下、 抜粋・ 引用】

３ －５ ．「 地震及び火山噴火予知のための観測研究計画」 平成 21 年度成果報

告、 課題番号： 1704、 ( 1) 実施機関名： 名古屋大学、 ( 2) 研究課題名： 活断層

の地表形状・ ずれ量データ にもと づく 地震発生予測、 ( 中略) … ( 7) 平成 21

年度の概要： ( 1. ～3. を省略) 、 4. 弥栄断層の分布と 活動履歴( 広島工大・ 広

島大ほか) 、島根県南西部には長さ 約 55kmの活断層( 弥栄断層) が認定さ れる

( 図 3a、 本稿の図 10) 。 し かし 、 日本列島の主要 98 断層と 追加対象断層には

この長大な活断層が含まれておらず、 認知度も低い。 今回、 2 地点における

ト レンチ掘削調査によって弥栄断層が活断層であること を確認し 、活動履歴

を解明し た。美都ト レンチにおいては基盤岩と その直上の礫層を変位さ せる

断層が出現し 、 最新活動時期

が推定さ れた。 田野原ト レン

チにおいても 後期更新世以降

の断層が確認さ れ少なく と も

2 回の活動が推定さ れた。最新

活動時期は 683±25～9574±

38yBP で あり 、 9574±38～

21317±77yBP にも 少な く と

も 1 回の活動があったと 推定

さ れる。 こ のよう に、 防災上

看過さ れてきた弥栄断層が最

近の地質時代に繰り 返し 活動

し た長大な活断層であること が 図 10 弥栄断層の分布と ト レンチ掘削地点

確認さ れた。 ( 5. 以下省略) ( 原典図 3a のスクリ ーンショ ッ ト による)

この報告によると 、既に美都町都茂と 弥栄町田野原においてト レンチ調査

が行われており 、 活断層であること が確認さ れたと さ れている。 この成果発

表がなさ れているのであれば、 またの機会に紹介し たいと 思っている。
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写真１

“ 逆向き断層崖( ↓)  ” と 弥畝山

の南西峰を弥栄町田野原上田野

原から望む。標高 300～350ｍに拡

がる緩斜面は、 板井川プルアパー

ト ( 相山ほか、 2012) の沈降域にあ

る。

写真２

逆向き断層崖を写真 1 の反対側と

なる北東側から望む。

写真３

益田市美都町都茂の“ プルアパー

ト ベーズン( 福塚ほか、 2002) ”。

盆地状の低地が形成さ れている。

遠方の峰は弥畝山の南西峰( ↓) 。

写真４

津和野町枕瀬から 南南西方向に

青野山を望む。 津和野川が約 7km

に渡って直線状の河谷を形成し 、

ここに“ 日原断層” が延びる。
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